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 ◆人口   17,579(-11)人　男   8,370(-11)人　女   9,209(±0)人　世帯数   7,395(+1)戸    

おきのしま�

（平成16年12月1日現在、カッコ内は前月比）�
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隠岐の島町の学校と生徒数�
 小学校�
西郷小  337人�

飯田小   44人�

大久小   10人�

中条小   70人�

有木小   96人�

中村小   48人�

加茂小   26人�

今津小   16人�

下西小   62人�

布施小   28人�

五箇小  114人�

都万小   83人�

那久小    8人�

小学校13合計 942人�

 中学校�
西郷中  207人�

西郷南中  143人�

中村小   25人�

布施小   10人�

五箇小   87人�

都万小   58人�

中学校6合計 530人�

小中学校計�
1472人�

3
隠岐の島町のすがた�

「隠岐の島町」となって、人口は？　総面積は？�
　などなど「隠岐の島町」の簡単な�
　情報を何回かに分けてお知らせします。�

　今回は学校についてです。�
　　★18歳以下人口は11月末現在　3047人�
　　　　高　校　18歳～16歳　562人�

　　　　中学校　15歳～13歳　552人�

　　　　小学校　12歳～ 7歳　948人�

　　　　就学前　  6歳～ 0歳　985人�

年齢別人口（１８歳以下）�
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平成16年12月1日現在�

　現在の隠岐の島町の児童・生徒数は左に示した
とおりです。平成16年12月1日現在で小中学校の
生徒数は合計1,472人、町人口に占める割合は8.4
％となります。�
　10年前、5年前と比べても年を経るごとに児童・
生徒数は少なくなっています。少子高齢化が進ん
でいることがうかがえます。しかし、さまざまな
地域活動や豊富な自然体験の中で、子供たちはの
びのびと健やかに育っています。�

都万西部地区運動会です。子供からお年寄りまで大騒ぎ�

2
町章募集�

これから隠岐の島町の「顔」となる町章です。ぜひご応募ください。�
●　応募できる方

どなたでもご応募いただけます。応募点数について制限はありません。

●　募集期間
平成１６年１２月３日（金）～ 平成１７年２月４日（金）当日消印有効

● 募集内容
平成１６年１０月１日に西郷町、布施村、五箇村、都万村が合併して発足した「隠岐の島町」（おき
のしまちょう）の町章デザイン。

①　隠岐の島町のまちづくりの基本理念である「観光を機軸に交流・産業を創出するまち」「みんなで支
えるやさしい福祉のまち」「島をリードする隠岐びとが育つまち」の三つの基本方針にふさわしい町
章であること。

②　町旗、バッジ等にも使用できるデザインであること。
③　用紙の地色を含めて４色以内であること。なお、グラデーション（色を段階的に変化させること）
は不可とする。

④　他の市町村章及び他商標等と類似しないものであること。
⑤　単色で表現しても、イメージや安定感が損なわれないものであること。
⑥　自作の未発表作品であること。

●　作品の規格及び応募方法
縦横１５ｃｍの枠（天地を明記）を書いたＡ４判白色用紙を縦長で使用し、用紙１枚につき１作品
とします。応募は、持参または封書による郵便とします。（電子メール及びＦＡＸでの応募は不可）
次の事項を明記のうえ、隠岐の島町役場総務課行政係へ、直接持参または郵送してください。
①氏名（ふりがな） ②住所　③性別　④年齢　⑤電話番号　⑥デザインの趣旨　
※応募用紙見本は右下図参照

●　著作権等
①　採用作品に関する一切の権利は、隠岐の島町に帰属します。
②　応募作品は返却しません。
③　採用作品の使用にあたっては、作品に若干の変更を加える
場合、またはモノクロ（白黒）で利用する場合があります。

●　採用作品の発表
隠岐の島町総合誌「隠岐の島」、及びホームページ等で発表し
採用作品応募者に通知します。

●　記念品等
最優秀賞　採用作品応募者　１点・・・１０万円相当の商品券
入　　賞　候補作品応募者　４点以内・・１万円相当の商品券
※ただし、受賞者が小学校、中学校及び高等学校に在学中の
場合は、保護者または、同等の方に代理授与をします。

●　選定及び決定
応募された作品は別途選定委員会を設置し、採用候補作品５
点以内を選考し、議会等の意見を参考にした上で、最終決定
されます。

●　応募先・問い合わせ先
〒685-0016島根県 隠岐郡隠岐の島町城北町１番地　
隠岐の島町役場総務課行政係 「隠岐の島町」町章募集係
問い合わせ先　
08512-2-2111   月曜～金曜（祝日を除く） 8:30～17:00

A 4 版 白 色 用 紙

住　　所　〒685-8585

島根県隠岐郡隠岐の島町城北町１番地

氏　　名　隠岐野　島太郎（おきの　しまたろう）

年　　齢　30歳 性別　男

電話番号　08512-2-2111

デザインの趣旨

デザイン

縦横15cm
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明
日
の
よ
り
よ
い
介
護
の
た
め
に�

在
宅
介
護
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
は
じ
ま
る�

「
食(

し
ょ
く)

推(

す
い)

さ
ん
」
の
呼
び
名

で
地
域
の
み
な
さ
ん
に
お
な
じ
み
の
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
は
、「
私
達
の
健
康
は
私
達

の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
旧
町
村
単
位
で

長
年
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

町
村
合
併
を
機
に
、
私
達
の
組
織
も
十
七

年
四
月
合
併
を
目
標
に
組
織
作
り
を
進
め
て

い
る
所
で
す
。
そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
今
年

度
、
県
食
推
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
る
「
在

宅
介
護
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
旧
４
か

町
村
の
組
織
で
合
同
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
在
宅
介
護
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

現
在
、
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
会
員
や
、
ご

近
所
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
に
ひ
と
と
き

の
「
余
暇
タ
イ
ム
」
を
提
供
し
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
介
護
を
し
て
い
る
方
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
し
、
解
放
さ
れ
た
時
間
を
提

供
す
る
活
動
で
す
。
講
習
会
は
会
員
が
活
動

に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
磨
い
て
い
く
も
の

で
、
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

さ
る
十
一
月
二
十
五
日
（
木
）、
初
回
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
習
会
は
島
根
県

の
食
推
会
長
で
あ
る
光
永
栄
子
氏
、
隠
岐
支

庁
健
康
福
祉
局
・
局
長
の
岸
本
泰
子
氏
を
お

招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
光
永
会
長
か
ら

は
、
組
織
を
維
持
し
て
い
く
苦
労
談
や
活
動

の
秘
話
、
岸
本
局
長
か
ら
は
高
齢
者
の
障
害

と
疾
病
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
思
わ
ず
笑

っ
た
り
、
う
な
ず
い
た
り
と
有
意
義
な
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寒
さ
へ
向
け
て
の
講
習
会
と
な
り
ま
す
が
、

地
域
支
援
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

皆さん熱心に聞き入っていました

光永氏の講演の模様

１．奨学資金貸与資格
島根県出身者で、大学・短大・大学院・高等専門学校（4年生以
上に限る）・専修学校（専門課程のみ）に、平成1７年度に進学
しようとする人または在学している人のうち、人物及び学業成
績が優秀で、かつ学資の支弁が困難と認められる人。

２．募集人員
50名

３．奨学金の貸与月額
3万、4万、5万、6万、7万のうちから選択できます。

４．奨学金の返還
（１）奨学金は無利息とし、卒業後6ヶ月を経過した翌月から貸与を

受けた月数の3倍に相当する期間内に、島根県育英会が定める
年賦、半年賦、月賦、その他の割賦により、口座引落としの
方式で返還しなければなりません。

（２）奨学生が卒業後島根県内に定住した場合は、県内居住期間内
に限り返還額の一部（貸与月額の内1万5千円程度）が返還免
除となります。

５．願書受付期間
平成17年2月7日（月）から平成17年3月31日（木）まで

（当日消印有効）
６．出願手続

高等学校卒業見込者または過年度卒業者は、必要書類を在学ま
たは出身の高等学校を経由して、島根県育英会事務局に提出し
て下さい。

７．問い合わせ先
〒690-0887
島根県松江市殿町19番地1
島根JAビル6階（財）島根県育英会
℡　0852（28）1981（事務局）

5
まちの話題�

仁万の里・みんなの作業所・ワークハウス若葉・
隠岐養護学校の主催による「みんなでつくる発表会」
が１２月５日行われました。
会場の文化会館は大勢の来場者でにぎわい、演芸

会場の大ホールはほぼ満席となりました。
演目は隠岐養護学校の小学部による音楽劇「いた

だきまーす！」で幕を開け、演劇や踊り、ハンドベ
ル演奏など、どの演目も日頃の練習の成果が発揮さ
れ、客席からは大きな拍手が贈られていました。最
後に出演者全員でみんなの作業所の仲間たち作詞の
「みんなでつくる発表会」を合唱して幕を閉じまし
た。

１１月２０日（土）布施支所において、鳥取県赤
崎高校教諭　高塚人志先生をお招きして《素敵なあ
なたになるために》～実践コミュニケーション・豊
かな人間関係つくりについて学ぶ～と題して研修会
が開催されました。
この研修会は人間関係が希薄になりつつある現代
において、コミュニケーションの大切さを再認識し
ていくことを目的に実施したものです。
他人を思いやるため自分がどのように行動すれば
良いかなどの「気づきの体験学習」を通し、「役立
ち感」や「自己肯定感」を育む実践活動のお話や、
レクリエーションを交えた研修にあっという間に時
間が過ぎました。
参加者から『心がホッカホッカするお話に２時間
前と違った自分を発見することができました。「お
互い様」を大切にしたいと思います』との感想をい
ただきました。
素敵な私になれますよ・・・ね。

平成17年3月大学・短期大学・高等専門学校・各
種専修学校を卒業する方（平成16年3月大学等を卒
業後、未就職の方も含みます）を対象に、県内企業
による面接及び情報提供、公共職業安定所職員に
よる就職相談を行います。

○開催場所及び日時

日時：平成17年1月20日（木）
13:00～16:30

場所：松江テルサ
（松江市朝日町478‐18 ＪＲ松江駅前）

○お問い合せは
〒690-0003
島根県松江市朝日町498－6
松江駅前第一生命ビル３階
（財）ふるさと島根定住財団

ジョブカフェしまね
T E L 0852-28-0690  F A X 0852-28-0692
E-mail shimane@tei ju.or . jp
U R L http://www.tei ju.or . jp

就職フェアしまね開催

平
成
十
七
年
度
第
一
学
期
（
４
月
入
学
）

放
送
大
学
学
部
生
･
大
学
院
生
募
集

ど
な
た
も
最
新
の
大
学
教
育
を
、
Ｃ
Ｓ
衛

星
放
送
あ
る
い
は
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し

て
、
自
宅
で
在
職
の
ま
ま
学
習
で
き
る
、
生

涯
学
習
時
代
に
即
応
し
た
文
部
科
学
省
主
管

の
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

教
養
学
部

大
学
卒
の
資
格
＝
「
学
士
（
教

養
）」の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

大
学
院

「
修
士
（
学
術
）」
の
学
位
が
取

得
で
き
ま
す
。

出
願
期
間

平
成
十
六
年
十
二
月
十
五
日
（
水
）
〜
平

成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
（
月
）

一
科
目
か
ら
で
も
学
習
で
き
ま
す
。

資
料
請
求
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２-

２
８-

５
５
０
０
　



7
離島人材育成基金�

離島人材育成基金助成事業
あなた自身のアイディアと力を試してみませんか

平成１７年度助成事業応募要領

◆離島に在住している人、もしくは離島で活動しているグループ・団体等とします。

◆本年度の助成対象事業は以下の事業で、離島の人材育成のための事業とします。

①　離島の産業振興に係る事業

②　離島の生活・文化・福祉の向上に係る事業

③　他地域との交流推進に係る事業

④　その他人材育成に必要な事業

◆応募できる事業は、自ら新たに取り組む事業とします。

※　既存の事業や、運動会・祭り・盆踊りなどの毎年の通常の行事、政治・宗　　

教・営利を目的とする事業は対象となりません。

※　国または都道府県から補助金を受けている事業、または受けようとしている

事業は応募できません。

◆本年度助成額は、助成金支給対象経費の２分の１以内で、１事業につき50万円を

限度額とします。

※　食糧費並びに備品購入費等は助成金支給対象経費になりません。

※　審査結果により助成額が減額される場合があります。

◆平成16年12月6日(月)から平成17年2月1日(火)までとします。

◆応募いただいた事業は運営委員会で審査します。

◆審査結果は市町村役場を通じて通知します。

◆平成17年4月1日(金)から平成18年2月28日(火)までとします。

◆別添様式の支給申請書ならびに助成事業計画書を作成のうえ、期日までに役場企

画課まで提出してください。

◆支給申請書ならびに助成事業計画書の書き方は別添の記載例をご参照ください。

◆助成事業に決定された方・団体へは、別途実施要綱をお送りいたします。

◆本助成事業に関するお問合せは、

財団法人日本離島センター総務部（℡ 03-3591-1151）までお願いします。

応募対象

助成対象事業

助成金額

応募方法

その他

応募期間

審査及び事業決定

事業実施期間

6
関係機関電話番号�



8
交流員コーナー�

し　　そ　　か
こんに

ちは

9
保育所入所募集�

日本人にとってお正月ほど大切な祝日はないでしょう。中国人に
とっても、旧暦１月１日（新暦では１月末から２月初め）は一年の
中で一番大切な祝日で、「春節」と言われています。春節は農業と深
い関りがあります。昔、人々は一年の初めに天地の神を祭り、祖先
を思い、五穀豊穣、万事順調を祈って、心ゆくまで春節を楽しんだ
ものです。
中国は広い国ですから、地方によって春節を過ごす方法も違いま

す。私の故郷の河北省ではこういう風に春節を過ごします。
旧暦１２月２３日から人々は忙しくなります。新しい服を買った

り、家の掃除をしたり、春節用のいろいろな準備するからです。
１２月３０日の昼ご飯はとても贅沢です。例えば、ご飯のほかに、

いろいろな炒め物をします。豚肉や牛肉、鶏肉などをゆでます。午
後、家族そろって水でドアを洗ったあと、「幸福」や「平安」のよう
な内容が書いてある一対の赤い紙を貼ります。これを「対聯」（タイ
レン）といいます。また、玄関のドアに赤い色の提灯を二つかけま
す。これらの準備が終わったあと、家族そろって餃子を作ります。
餃子を作りながら、いろいろな世間話をして、和やかな家庭雰囲気
が味わえます。
晩御飯の時、作った餃子を鍋に入れたとたん、爆竹をならします。

「古い年を送って、新しい年を迎えよう。」と言う意味です。餃子を
食べたあと、年輩の人は子供にお年玉をあげます。それから、家族
そろってテレビを見たり、マージャンをしたりします。１２時にな
ると、また、庭に出て爆竹をならします。中には一晩中寝ないで、
テレビを見たり、マージャンをする人もいます。翌日の朝、前の日
残った餃子を食べてから、地区内の目上の方の家へ行って新年の挨
拶をします。この日、必ず家でご飯を食べます。１月２日から１５
日まで親戚などの家へ行って新年のあいさつをして、ごちそうにな
ります。
旧暦１月２日からいろいろな民俗行事が行われます。例えば、「舞

獅子」（ブシシ・下写真参照）「採高坂」（ツェコウバン・長い棒を両
足につけ踊り歩く民間芸能）「 龍燈」（スワァリュウトウ・下写真
参照）「廟の縁日」（ビョウノエンニチ・祖先をまつるほこらの前で
行うお祭り）などがあります。このような行事は大体１月１５日ま
でつづきます。この日は元宵節（モトヨイセツ）と言って、家族だ
んらんの祝日です。元宵節が終わったあと、春節が終わります。
これらの民俗行事は田舎で盛んに行われますが、都市の人々は伝

統的な春節の過ごし方にあまり満足していません。人々は一週間の
休日を利用して、国内旅行や海外旅行に行きます。多くの人々がシ
ンガポール、マレーシア、タイなどの東南アジアに旅行しますが、今一番人気があるのはヨーロッパ諸国への旅行
です。
中国の春節では餃子を食べること、爆竹を鳴らすこと、「対聯」を張ることなどが大切な行事です。

国際交流員の施素華（し そか）さんを紹
介します。施さんは、４月から旧都万村に
赴任し、現在は役場都万支所と都万公民館
で仕事をしています。

西郷、布施、五箇の皆さん初めまして。
私は中国河北省からまいりました国際交流
員の施素華と申します。よろしくお願いし
ます。
私は大学の時から日本の文化、社会、日

本人の心理などについて勉強しています。
隠岐へはじめて来た時、「景色もよく、水
もきれいな所だ」というような印象だけで
したが、隠岐での生活に慣れるにつれて
「ここは人情がある所だ」と強く感じまし
た。中国に帰り、私は隠岐の一草一木、一
山一水をあらゆる中国人に教えてあげたい
と思います。

舞獅子 龍燈
ブ　シ　シ スワァリュウトウ

年明けから、平成17年度の保育所の入所受付を始めます。
申込みは各保育所又は役場子育て支援課までお願いします。

◎保育所とは
保育所は、児童福祉法に基づいて、厚生労働省・県の認定を受けて設立された施設で
す。従って、国が示した保育指針のもと、子どもたちの成長にあわせたきめ細かな保育
を、保育士資格を取得した保育者によって行っています。

◎完全給食・副食給食
保育所では、3歳未満児には完全給食（主食含む）、3歳以上児は、副食給食（公立と隠岐共生学園では有料で米飯
給食を実施しています。）を実施して、子どもの成長によりよいバランスのとれた食事を提供しています。
（ただし、へき地保育所では給食を実施していません。）

◆入所の対象児童
隠岐の島町の入所基準に従って決められます。保護者がそれぞれ勤めに出ていたり（自営・パート・内職を含
む）、家庭で介護等を行なっていたりするなど、家庭での保育環境に欠ける場合が対象になります。

◆提出書類
入所を希望される方は、下記の関係書類を必ず提出してください。
①保育所入所申込書
②在職証明書
・自営業の方は、自営業就労証明書をお願いします。
・在宅で介護等を行なっている方は、介護・看護証明書をお願いします。
③平成16年分源泉徴収票、確定申告書の写し、転入直後の方は前住所地の課税証明書等
・源泉徴収票がない方は必要ありません。
・確定申告書の写しの場合は、申告後でかまいません。

◆受付期間
平成17年1月11日(火)から2月11日(金)までで、申込みは各保育所又は役場子育て支援課までお願いします。
※2人以上入所される場合は、上記書類の内、②と③は、1部で結構です。
必要な書類がそろわない時は、申込書の受付をいたしかねますので注意してください。

設備投資を　
支援します。

信用保証協会の保証枠外で、ご利用可能！

○設備資金貸付制度は、
設備購入代金の1/2以下を

無利子で融資する制度です。
○設備貸与制度は、
必要な設備を財団が購入し、その設
備を割賦販売する制度です。

これらの制度は国・県の支援による
公的融資制度です。

常時受付をしております。

○お問い合わせ先

（財）しまね産業振興財団　経営支援課
Tel ０８５２－６０－５１１３ FAX ０８５２－６０－５１０５
URL http://www.joho-shimane.or.jp/topics/jigyo/setsubi/

対象企業�
�

制度概要�

設備資金貸付�

無利子�

設備貸与�

4,000万円�

（設備資金の1/2以内）�

6,000万円�

7年以内（月賦：手形）�7年以内（月賦：口座引落）�

対象設備�

限度額�

償還期間�

利息等�

連帯保証人�

及び担保�

原則全業種対象（一部除外される場合があります）�

従業員50名以下（規模により別途条件があります）�

割賦損料：年2.5％�

保証金：設備価格の10％�

創業経営基盤強化に必要な設備（構築物、改装費は対象外）�

原則連帯保証人1名は必要�

原則担保不要�
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図書館だより�

十
一
月
二
十
七
日
に
、
今
年
度
の
招
聘

し
ょ
う
へ
い

読
書
普

及
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
島
民
に
な
じ

み
の
深
い
、
松
江
市
在
住
で
鳥
取
女
子
短
期
大
学

教
授
の
酒
井
董
美
先
生
を
講
師
に
、「
隠
岐
の
伝
説

『
蟹
淵
の
主
』
の
こ
と
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
、
隠
岐
の
伝
説
に
関
心
の
あ
る
方
々

が
多
数
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

ご
く
最
近
、
元
屋
在
住
の
藤
野
ミ
ヨ
コ
さ
ん
が

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
蟹
淵
の
主
」
の
話
が
手
に

届
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
の
講
演
に
も
熱
が

こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

隠
岐
ガ
ス
様
と
吉
崎
工
務
店
様
よ
り
図
書
券
を

寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

二
月
一
日
（
火
）
か
ら
二
月
十
日
（
木
）
ま
で
、

図
書
館
の
蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す
の
で
図
書
館
は

お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
蔵
書
点

検
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
図
書

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
２-

２
３
４
１
）

●
名
物
コ
ラ
ム
が
一
冊
に

▼
プ
ロ
野
球
歳
時
記

永
谷
脩
／
著
　
文
藝
春
秋

ベ
テ
ラ
ン
、
い
ぶ
し
銀
、
武
骨
、
ド

ラ
フ
ト
＆
ル
ー
キ
ー
、
復
活
、
引
退
、

メ
ジ
ャ
ー
、
監
督
＆
コ
ー
チ
等
、
長
年

に
わ
た
っ
て
球
界
を
見
つ
づ
け
る
著
者

が
、
野
球
や
チ
ー
ム
の
ち
ょ
っ
と
い
い

話
を
紹
介
。

選
手
の
素
顔
、
プ
レ
ー
の
裏
側
に
隠

さ
れ
た
本
音
に
迫
る
。

●
静
か
で
や
さ
し
い
死
生
観

▼
わ
た
し
の
お
じ
さ
ん

湯
本
香
樹
実
／
著
　
偕
成
社

い
つ
か
、
わ
た
し
は
思
い
出
す
だ
ろ

う
。
遠
い
昔
、
は
る
か
な
草
原
を
あ
な

た
と
旅
し
た
こ
と
。
せ
つ
な
さ
と
希
望

に
み
ち
た
、
始
ま
り
の
物
語
。

★クリスマス会
１２月１８日（土）３

時から図書館研修室にて
クリスマス会を行います。
内容は歌やクイズや大

型紙芝居などもりだくさ
んです。すてきなゲスト
も登場しますのでぜひ参
加してください。自由参
加・無料・対象幼児～小
学生

★年末年始の休館につ
いて
１２月２７日（月）か

ら１月４日（火）まで図
書館は休館します。たい
へんご迷惑をおかけ致し
ますがご了承ください。

十
一
月
二
十
一
日
（
日
）
老
人
保
健

施
設
と
も
い
き
の
郷
に
て
隠
岐
高
校
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が
訪
問
演
奏
会
『
ハ

ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
行
い
、

「
花
」・「
夏
」・「
赤
と
ん
ぼ
」・「
雪
」・「
川

の
流
れ
の
よ
う
に
」
の
５
曲
と
ア
ン
コ

ー
ル
に
「
隠
岐
高
校
校
歌
」
を
演
奏
し

ま
し
た
。

生
徒
さ
ん
の
感
想
よ
り

●
緊
張
し
て
間
違
え
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
け
れ
ど
き
れ
い
に
吹
け
た
し
、「
川

の
流
れ
の
よ
う
に
」
を
大
き
な
音
で
ジ

ー
ン
と
く
る
よ
う
に
吹
け
た
と
思
い
ま

す
。
練
習
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
聞
い
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

●
『
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
演
奏
が

し
た
い
！
』
み
ん
な
同
じ
気
持
ち
で
ず

っ
と
ず
っ
と
前
か
ら
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
演
奏
は
、「
あ
ん
な
に
練
習
し
た

の
に
！
練
習
で
は
で
き
て
た
の
に
！
」

っ
て
い
う
と
こ
ろ
を
間
違
え
た
り
、
指

揮
と
合
っ
て
い
な
か
っ
た
り
課
題
が
た

く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
あ

っ
た
か
い
拍
手
が
す
っ
ご
く
心
に
し

み
、
演
奏
中
見
る
と
口
ず
さ
ん
で
く
れ

て
い
る
人
も
い
て
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
満
足
で
す
。

●
演
奏
が
始
ま
る
ま
で
は
お
年
寄
り
の

方
々
が
楽
し
ん
で
く
れ
な
か
っ
た

ら
・
・
・
と
考
え
る
と
と
て
も
不
安
な

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

演
奏
が
始
ま
り
、
曲
が
進
む
に
つ
れ

て
拍
手
が
聞
こ
え
た
と
き
は
何
だ
か
す

ご
く
安
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

演
奏
会
の
た
め
に
練
習
し
て
来
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
交
流
が
続
い
て
い
け
ば
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

顧
問
　
細
木
先
生
よ
り

帰
宅
の
途
に
つ
く
生
徒
達
の
顔
は

達
成
感
や
満
足
感
の
あ
る
笑
顔
で
あ

り
、
明
日
か
ら
の
練
習
や
今
後
の
演

奏
に
生
き
る
経
験
が
で
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
の
演
奏
会
を
通
し
て
、

生
徒
達
も
私
も
新
し
い
出
会
い
や
貴

重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
た

い
へ
ん
実
り
多
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

♪
当
日
、
生
徒
さ
ん
が
作
っ
た
一
枚

一
枚
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
歌
詞

カ
ー
ド
を
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け

な
が
ら
手
渡
す
姿
に

”ハ
ー
ト
フ
ル
“な
心
の
交
流
を
感
じ
、

演
奏
は
グ
ッ
と
心
に
響
き
ま
し
た
。

私
だ
け
で
な
く
、
あ
の
場
で
聴
い
て

い
た
皆
さ
ん
に
響
い
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

舩
田
綾
子

あ
っ
た
か
い
拍
手
が
心
に
し
み
た
�

�
さ
い
ご
う
元
気
�
子
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
�
だ
よ
り
�

いいねェ～
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隠岐の島町教育委員会�
TEL    ０８５１２-２-２２０６�
Mail   okidogo@mx.miracle.ne.jp

十
一
月
十
二
日
、
五
箇
小
学
校
に
お
い

て
、
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
学

力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
と
は
、

文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
指
導
の
充
実
を
目
標
と
し
た
実
践
研

究
を
行
う
学
校
の
こ
と
で
、
隠
岐
の
島
町

で
は
西
郷
中
学
校
と
五
箇
小
学
校
の
二
校

が
平
成
十
四
年
度
か
ら
指
定
を
受
け
、
三

ヶ
年
の
計
画
で
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
内
、
五
箇
小
学
校
で
は
平
成
十
四

年
度
か
ら
「
算
数
科
」
の
学
習
を
中
心
に

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
一
時
間
の
授
業
に
対
し
、
教
員
が
二

人
で
指
導
（
Ｔ
Ｔ
指
導
）
を
行
っ
た
り
、

補
充
的
な
学
習
教
材
や
発
展
的
な
学
習
教

材
の
開
発
を
し
た
り
、
時
に
は
教
員
が
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
て
児
童
の
支
援
を
行

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
科
書
や
ド

リ
ル
等
の
机
上
で
の
学
習
に
加
え
、
粘
土

や
牛
乳
パ
ッ
ク
等
の
「
ア
イ
テ
ム
」
を
利

用
し
た
算
数
的
活
動
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、
児

童
一
人
ひ
と
り
の
「
基
礎
・
基
本
」
の
定

着
、「
学
習
意
欲
と
思
考
力
の
向
上
」
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
開
催
さ
れ
た
研
究
発
表
会
で

は
、
三
ヵ
年
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て
教

育
関
係
者
を
集
め
て
公
開
授
業
、
研
究
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
箇
小
学
校
で
は
、

「
研
究
を
進
め
る
中
で
、
様
々
な
問
題
点

が
浮
上
し
、
方
向
修
正
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
児
童
た
ち
が
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

多
様
な
考
え
で
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
習
内

容
の
定
着
が
向
上
し
て
き
た
。
今
後
は
指

導
者
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
、
発
展
的
な

教
材
の
準
備
、
評
価
基
準
の
見
直
し
は
も

と
よ
り
、
家
庭
学
習
の
強
化
も
視
野
に
入

れ
、
学
校
と
家
庭
が
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、

児
童
の
学
力
向
上
に
努
め
た
い
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

磯
地
区
統
合
小
学
校
造
成
用
地
で
六

世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
の
古
墳
と

み
ら
れ
る
「
大
座
西
２
号
墳
」
が
み
つ

か
り
ま
し
た
。
古
墳
か
ら
は
、
土
師
器

（
は
じ
き
）
・
須
恵
器
、
勾
玉
（
ま
が
た

ま
）
・
装
飾
品
や
太
刀
等
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
、
県
内
で
仁
摩
町
の
明

神
古
墳
に
次
い
で
二
例
目
と
な
る
銅
鋺

の
出
土
は
、
西
日
本
で
の
出
土
例
が
少

な
い
た
め
、
古
代
の
隠
岐
と
各
地
の
交

流
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
に
な

り
そ
う
で
す
。
現
地
説
明
会
で
は
、
約

五
十
人
の
見
学
者
が
訪
れ
発
掘
調
査
員

の
説
明
に
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

後
期
生
徒
会
長
　
藤
田
　
秀

西
郷
南
中
学
校
は
、
加
茂
、
今
津
、
下

西
、
有
木
、
中
条
の
五
つ
の
地
域
が
一
緒

に
な
っ
て
お
り
、
生
徒
数
百
四
十
三
人
の

中
学
校
で
す
。
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

と
て
も
仲
が
よ
く
、
学
校
生
活
の
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
、
全
校
生
徒
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
よ
さ
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
内
の
行
事
で
は
、
い
つ
も
三
年
生

が
一
、
二
年
生
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
前
期
生
徒
会
活

動
最
大
の
行
事
で
あ
る
学
園
祭
は
、
雨
天

の
た
め
夕
暮
れ
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
の
変

更
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
て
も

盛
り
上
が
り
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
南
中
は
、
校
内
だ
け
で
な
く
、

校
外
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

運
動
面
で
は
、
全
隠
岐
陸
上
大
会
、
隠

岐
大
会
、
新
人
戦
、
駅
伝
大
会
な
ど
で
成

果
を
上
げ
ま
し
た
。
特
に
、
全
隠
岐
陸
上

大
会
へ
向
け
て
の
練
習
で
は
、
選
手
が
一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

応
援
団
も
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
ど
こ
の
学
校

に
も
負
け
て
い
な
い
最
高
の
応
援
と
競
技
を

見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
先
日
行
わ
れ
た
島
後
音

楽
会
で
、
全
校
生
徒
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

「
一
つ
の
朝
」
と
い
う
、
難
し
い
曲
を
歌

い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
観
客
の

み
な
さ
ん
に
、
一
味
違
う
南
中
生
の
一
面

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
三
年
生
が
見
せ
て
く
れ
た
、

「
後
輩
に
対
す
る
優
し
さ
」、「
全
校
生
徒

を
ま
と
め
、
う
ま
く
リ
ー
ド
す
る
力
」
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
今
の
一
、

二
年
生
で
、
新
し
い
南
中
の
雰
囲
気
を
作

り
、
学
校
内
外
に
、
南
中
の
風
を
吹
か
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

那
久
小
学
校
（
野
津
幸
恵
校
長
）

で
は
新
町
に
な
っ
て
も
看
板
が
旧
村

名
の
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
け
や
き
板

（
二
六
セ
ン
チ
×
一
三
八
セ
ン
チ
）

が
那
久
地
区
の
野
津
三
男
さ
ん
か
ら

寄
贈
に
な
り
ま
し
た
。
同
校
で
版
画
、

習
字
を
指
導
し
て
い
る
倉
谷
寛
先
生

に
揮
毫

き
ご
う

を
依
頼
、
こ
の
ほ
ど
立
派
な

看
板
が
で
き
設
置
し
ま
し
た
。
同
校

の
保
護
者
は
六
名
で
す
が
、
地
区
民

九
十
九
名
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
に
加
入

し
会
費
納
入
や
環
境
整
備
作
業
な
ど

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
野
津
校
長
は

「
地
区
を
あ
げ
て
学
校
を
支
え
て
く

れ
、
い
つ
も
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

友達の前で、元気に発表できました

野球ユニフォーム姿で体育祭の応援です

体育祭で完全燃焼

嬉し恥ずかしフォークダンス 教師二人で個に応じた支援

那
久
小
に
新
し
い
看
板
が

寄
贈
さ
れ
る 12月4日　現地説明会の様子

那久小学校全校児童
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隠岐の島町社会福祉協議会　新役員・評議員紹介�
　11月に開催された理事会・評議員会において次の方々が隠岐の島町社協役員�
に選任されましたので紹介いたします。�

役　　員�
役  職  名�

会　　長�

副 会 長 �

副 会 長 �

副 会 長 �

理　　事�

〃�

〃�

〃�

〃�

井 上 雅 夫 �

出 川 博 康 �

永 海 　 丹 �

原 　 三 正 �

吉 田 義 隆 �

的 射 利 定 �

室 山 高 市 �

中 前 千 之 �

山 根 隆 徳 �

氏　　　　名�

�

役  職  名�

理　　事�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

監　　事�

監　　事�

鍛 　 芳 子 �

岩 佐 照 也 �

田中井敏勝�

奥元美貴男�

高 村 順 幸 �

齋 藤 忠 則 �

大 西 利 明 �

藤 田 俊 夫 �

氏　　　　名�

�

評 議 員 �
地　区�

大　久�

港　町�

西　村�

有　木�

釜�

犬　来�

西　町�

有　木�

港　町�

西　町�

布　施�

鳥 井 勝 夫 �

松 田 新 五 �

土 井 幸 子 �

村 上 金 春 �

吉 田 輝 美 �

佐 藤 シ ズ �

笹 井 　 昭 �

安 達 三 男 �

池田チサコ�

谷 口 桂 介 �

今 村 義 明 �

氏　　　　名�

�

地　区�

小　路�

栄　町�

港　町�

都　万�

油　井�

都　万�

都　万�

那　久�

津　戸�

都　万�

都　万�

池 本 司 朗 �

金 崎 慎 二 �

池 田 啓 司 �

村 上 敬 子 �

和 田 　 泰 �

高 梨 　 清 �

野 津 茂 美 �

金 岡 弘 子 �

小 野 昌 士 �

高 宮 安 和 �

田 中 和 夫 �

氏　　　　名�

�

地　区�

布　施�

布　施�

飯　美�

布　施�

卯　敷�

布　施�

那久路�

向ヶ丘�

代�

苗代田�

久　見�

長 田 初 枝 �

大 西 朝 子 �

千 葉 忠 勝 �

湯 川 弘 子 �

阿 波 三 省 �

船 田 　 昇 �

斎 藤 昌 彦 �

尾 見 博 久 �

八 幡 晃 二 �

是 津 勝 義 �

八 幡 正 隆 �

氏　　　　名�

�

≪任期≫ 平成16年11月25日 ～ 平成18年11月24日�

≪任期≫ 平成16年11月11日 ～ 平成18年11月10日�

部会が設置されました� 部会…専門的な事項について当会の運営に参画し、各部
　　　署の事業推進について、助言・指導を行う会�

社協部会委員　（任期2年）�

〔 主 務 〕事業計画・予算・決算・社協基金事業に関すること�
〔 委 員 〕井上雅夫　　吉田義隆　　中前千之　　岩佐照也　　原　三正�

〔 主 務 〕地域福祉推進事業等の計画・企画に関すること�
〔 委 員 〕的射利定　　山根隆徳　　永海　丹　　奥元美貴男　　高村順幸�

〔 主 務 〕介護保険事業等の運営・検討に関すること�
〔 委 員 〕室山高市　　出川博康　　鍛　芳子　　田中井敏勝　　齋藤忠則�

社会福祉法人�隠岐の島町社会福祉協議会�
TEL 08512（2）0685

E-mail saigo-fukushi@proof.ocn.ne.jp
FAX 08512（2）4517

No.2
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社会福祉協議会�

　　　

　
　

　　
新町社会福祉協議会

運営方針�運営方針�
平成16年度�

基本理念�

基本方針�

基本理念�

各種方針�

各種事業�

住みなれた場所で誰もが安心していきいきと�
暮らせる福祉のまちづくり�

① 地  域  福  祉  を  強  力  に  推  進  し  ま  す�

② 住  民  参  加  ・  協  働  を  促  進  し  ま  す�

③ 運  営  管  理  体  制  の  確  立  に  努  め  ま  す�

● 地域福祉推進事業（ 社  協  独  自  事  業  ）�

● 介  護  保  険  事  業�

● 受  託  事  業�

「隠岐の島町社協が何を目指して活動するのか」を示す総合目標�

隠岐の島町社協は、基本理念を実現するため次の基本方針を掲げます�

　長引く不況・過疎化・高齢化が進む中で、私たちの福祉（生活）課題は拡大・複雑化しています。�

　このような状況の中、隠岐の島町社会福祉協議会は、住みなれた場所で誰もが安心していきいき

と暮らせる福祉のまちづくりを目指し、福祉サービスの更なる充実と共に、地域住民・福祉関係機

関との連携・協働をなお一層進め、地域福祉を強力に推進します。�

　●　地域住民の福祉活動への参加を促進します�
　●　地域に密着した相談・生活支援に取り組みます�
　●　福祉サービスの質の向上や利用者の権利擁護に資する事業に取り組みます�
　●　低所得者や制度の谷間にあるニーズに積極的に対応します�

　●　経営の透明性を高めるために、積極的な情報開示・公開を推進します�
　●　経営責任を取れる運営管理体制を確立します�

　●　社協運営や各種事業実施への住民参加を促進します�
　●　行政や社会福祉施設、福祉関係団体、その他、地域の様々な機関・団体とのネットワークと
　　　協働により事業を展開します�

地 域 福 祉 の 推 進 �

住民参加・協働の促進�

社会福祉法人としての社会的責任・経営責任を果たせる運営管理体制の確立�
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�

�

　
　�

�

　
　
見
舞
返
し
や
香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々

　
よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
紙
上
に
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
は
本
町
の
福
祉

　
向
上
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。�

　
平
成
十
六
年
十
月
一
日�

　
　
　
　
　
〜
平
成
十
六
年
十
一
月
三
十
日�

　
受
付
順
・
敬
称
略�

��

　
■
　
見
舞
御
礼�

　
　
金
一
封
　
飯
美
　
斎
　
　
富
子
　
様�

　
　
金
一
封
　
原
田
　
萬
　
　
花
美
　
様�

　�　
■
　
香
典
御
礼�

　
　
金
一
封
　
港
町
　
滋
野
　
　
勝
　
様�

　
　
金
一
封
　
有
木
　
村
田
　
　
満
　
様�

　
　
金
一
封
　
有
木
　
佐
々
木
　
松
平
様�

　
　
金
一
封
　
那
久
　
安
部
　
ア
ツ
子
様�

　
　
金
一
封
　
油
井
　
遠
藤
　
悦
子
　
様�

　
　
金
一
封
　
加
茂
　
野
津
　
孝
明
　
様�

　
　
金
一
封
　
久
見
　
脇
田
　
ミ
ツ
子
様�

　
　
金
一
封
　
港
町
　
香
川
　
久
子
　
様�

　
　
金
一
封
　
下
西
　
岩
井
　
　
静
　
様�

　
　
金
一
封
　
大
久
　
吉
山
　
敏
子
　
様�

　
　
金
一
封
　
犬
来
　
水
野
　
正
明
　
様�

　
　
金
一
封
　
神
戸
市
　
須
田
　
　
弘
様�

　
　
金
一
封
　
港
町
　
斎
藤
　
加
代
子
様�

�

　
　
金
一
封
　
今
津
　
佐
々
木
和
広
　
様�

　
　
金
一
封
　
中
村
　
柊
　
　
隆
一
　
様�

　
　
金
一
封
　
栄
町
　
山
川
　
昭
雄
　
様�

　
　
金
一
封
　
布
施
　
上
野
　
精
太
郎
様�

　
　
金
一
封
　
東
町
　
福
井
　
則
夫
　
様�

　
　
金
一
封
　
岬
町
　
小
柏
　
美
金
　
様�

　
　
金
一
封
　
元
屋
　
茶
山
　
善
博
　
様�

　
　
金
一
封
　
北
方
　
下
田
　
春
美
　
様�

　
　
金
一
封
　
下
西
　
斉
藤
　
義
幸
　
様�

　
　
金
一
封
　
都
万
　
田
中
　
澤
日
　
様�

　�　
■
　
篤
　
　
志�

　
　
金
一
封
　
代
　
是
津
　
益
美
　
様�

�

※ 

お
断
り 

※�

　
今
回
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

ご
寄
付
の
み
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て�

合
併
前
、
西
郷
町
社
協
会
費
に
つ
き

ま
し
て
、
追
加
の
納
付
を
頂
き
ま
し

た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。�

�

■ 

一
般
会
費
　
教
職
員
住
宅
２�

　
　
　
　
　
　
　
七
、
〇
〇
〇
円�

お気軽にご相談下さい�

高等学校、大学などに修学するのに必要な費用（修学費）及びその学校へ入学す�

るのに必要な費用（修学仕度費）の貸付が利用できます。�

修学資金貸付のご案内�修学資金貸付のご案内�修学資金貸付のご案内�

利用できる世帯�

貸　付　利　子� 返　済　期　間�

貸 付 限 度 額 �

受　付　期　間�

　隠岐の島町内にお住まいの方で、他の資金からの借入を受け
る事が困難な世帯であると認められる世帯です。（所得制限が
あります）�

● 修　学　費　／　随　時　受　付�
● 修学仕度費　／　入学の年の4月末日まで�

● 修　学　費　／　最高　月額　65,000円�
● 修学仕度費　／　最高  　　 500,000円 �
　　　　　　　　　　　　　　　※学校種別により異なります�

無 利 子 � 卒業後20年以内�

問い合わせ先　隠岐の島町社会福祉協議会　2－0685（担当／小林）�
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こんなことでお困りではないですか？�こんなことでお困りではないですか？�

● ひとりで選んだり、決めることに不安がある・・・�
● 福祉サービスのことについてよくわからない・・・�
● 生活に必要なお金の管理に不安がある・・・�
● 知らないうちに預貯金が引き出され、年金が使われている・・・�
● 通帳や年金証書の保管場所を忘れてしまう・・・�
● いらないものを買ってしまう・・・�

たとえば
…�

たとえば
…�

こんなときは…�こんなときは…�こんなときは…�

地域福祉権利擁護事業�地域福祉権利擁護事業�地域福祉権利擁護事業�
隠岐の島町社会福祉協議会が�

　在宅で生活されている方で、日常生活上の判断が十分できない方々が、地域で安心して生活で
きるように支援する福祉サービスです。地域で生活していく上で、福祉サービスを上手に利用で
きないことから身のまわりのことが十分できていなかったり、日常生活に必要なお金の管理に不
安を抱えている方が増えてきています。地域福祉権利擁護事業は、このような不安をなくして誰
もが地域でいきいきと安心して暮らせるよう支援する「福祉サービス」です。�

● 福祉サービスを上手に利用するための、情報�
　 提供や利用手続のお手伝い（援助） �
● 公共料金の支払いや年金の受領の確認など、�
 　日常的なお金の管理のお手伝い（援助） �
● 通帳や証書など、大切な書類の保管�

どんなお手伝い（援助）があるの？� どんな人が利用できるの？�

利 用 料 は か か る の ？ �

日常生活に不安のある高齢者や障害者（知的
障害、精神障害）などの方です。�

契約を結んだ上でお手伝い（援助）のサービ
スについては、有料となります。ただし、生
活保護を受けている方は無料です。�

お問い合せは、�
　　こちらまでお気軽にどうぞ…�
お問い合せは、�
　　こちらまでお気軽にどうぞ…�

隠岐の島町社会福祉協議会�

 （専用電話 ２－６３７７）�
　　　　　　　　専門員　齋 藤  裕 子�
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社会福祉協議会�

18
社会福祉協議会�



中地区�

布施地区�地域とともにふせっ子祭�

武良の千両役者！�五箇地区�賑わう五箇商工まつり�

都万地区�油井の水仙見ごろです�
21

島後よろず情報局�
20

島後よろず情報局�

十
一
月
二
十
一
日
、
中
村
中
学
校

生
徒
会
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

の
中
村
中
学
校
体
育
館
に
は
、
小
雨

が
ぱ
ら
つ
く
天
気
に
も
関
わ
ら
ず
多

く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

劇
を
始
め
て
三
年
目
と
な
る
今
回

は
、
民
話
「
鶴
の
恩
返
し
」
を
下
敷

き
に
し
た
木
下
順
二
作
「
夕
鶴
」、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
通
し
て
大
切
な
こ

と
に
気
づ
い
て
い
く
小
野
川
洲
雄
作

「
棄
権
」
の
二
本
を
演
じ
ま
し
た
。

練
習
の
か
い
も
あ
り
、
素
晴
ら
し

い
演
技
を
披
露
し
た
中
学
生
た
ち

に
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

油
井
地
区
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に

水
仙
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
昔
、
水
仙
の
好
き
な
殿
様
が
城

の
周
辺
に
植
え
、
そ
れ
が
海
岸
部
ま
で

広
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
県
下

最
大
級
の
自
生
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
が
見
ご

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
早

く
も
十
一
月
末
か
ら
咲
き
始
め
ま
し

た
。
今
年
の
見
ご
ろ
は
、
例
年
よ
り
早

め
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

強
い
北
西
の
季
節
風
に
も
め
げ
ず
花

を
咲
か
せ
る
水
仙
を
、
皆
さ
ん
も
一
度

見
に
来
ま
せ
ん
か
。

十
一
月
二
十
一
日
、
五
箇
商
工
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
箇
村
民
体
育
館
内
で
バ
ザ
ー
や

即
売
を
、
五
箇
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
展
示
、
午
後
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会

や
講
演
会
な
ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。

若
松
さ
ん
の
講
演
は
、
笑
い
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
の
す
ば
ら
し
い
内
容

の
講
演
で
し
た
。
隠
岐
の
島
町
の
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

十
二
月
五
日
、
布
施
中
学
校

体
育
館
で
、「
ふ
せ
っ
こ
祭
」
が

あ
り
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
の

企
画
・
立
案
、
進
行
で
、
す
べ

て
が
子
供
た
ち
の
手
作
り
の
祭

り
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
修
や
学
習
の

成
果
発
表
や
、
子
供
た
ち
の
ア

ゴ
だ
し
に
ゅ
う
め
ん
屋
さ
ん
、

お
菓
子
屋
さ
ん
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
。
保
護
者
、
地
域
の
方
、

各
事
業
所
な
ど
の
お
店
と
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
一
〇
〇
人
を
超

え
る
方
々
が
来
校
さ
れ
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
子

供
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

子
供
た
ち
は
、
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
で
す
。
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
連
携
し
、
一
体
と
な
っ

て
育
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
祭
が
ず
〜
っ
と
、
ず
〜

っ
と
、
続
き
ま
す
よ
う
に
。

「棄権」の模様。迫真の演技でした。多くの人で賑わいました

劇の前には銭太鼓を披露凝ったセットと衣装で見せた「夕鶴」

油井の水仙

地区の皆さんが、きれいな花が咲くように管理しています。県道西郷都万五箇線沿いの斜面一面に自生しています。

若松進一氏の講演高校生デュエット
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お知らせコーナー�

出
身
県
で
地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
養
成

す
る
大
学
で
、
栃
木
県
に
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
、
県
職
員
と
し
て
一
定
期
間
地
域

医
療
に
携
わ
る
と
い
う
条
件
で
、
県
が
授
業

料
な
ど
を
全
額
負
担
し
ま
す
。

☆
募
集
人
数

約
百
名
（
島
根
県
か
ら
２
〜
３
名
）

☆
第
一
次
試
験
日

平
成
十
七
年
一
月
二
十
七
日
（
木
）（
学
力
）

二
十
八
日
（
金
）（
面
接
）

☆
試
験
会
場

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
）

☆
試
験
科
目

数
学
、
英
語
、
理
科
（
物
理
Ⅰ
Ｂ
、
化
学

Ⅰ
Ｂ
、
生
物
Ⅰ
Ｂ
の
う
ち
二
科
目
選
択
）

☆
出
願
期
間

平
成
十
七
年
一
月
五
日
（
水
）
〜

一
月
二
十
一
日
十
七
時
ま
で

（
郵
送
分
は
二
十
日
の
消
印
有
効
）

☆
問
合
せ
・
出
願
先

県
庁
医
療
対
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
２
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
０
４
０

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
。
こ
ん
な
場
合
に
、
そ
の
不
起

訴
処
分
が
妥
当
か
ど
う
か
審
査
す
る
の
が
検

察
審
査
会
で
す
。

こ
の
審
査
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
一
般
国

民
の
中
か
ら
『
く
じ
』
で
選
ば
れ
た
検
察
審

査
員
が
行
い
ま
す
。
検
察
審
査
員
に
な
る
に

は
、
一
般
住
民
と
し
て
の
良
識
さ
え
あ
れ
ば

よ
く
、
特
別
の
知
識
や
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
。

隠
岐
郡
に
お
け
る
検
察
審
査
員
の
定
数
は

十
一
名
で
任
期
は
六
ケ
月
で
す
。
検
察
審
査

会
制
度
は
、
検
察
官
の
仕
事
に
国
民
の
良
識

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

西
郷
簡
易
裁
判
所
内

西
郷
検
察
審
査
会
事
務
局
（
２
‐
０
０
０
５
）

い
っ
た
ん
始
ま
っ
た
公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
返

済
･
･
･
。「
今
の
返
済
方
法
を
ず
っ
と
続
け

な
い
と
い
け
な
い
の
？
」

不
景
気
で
収
入
が
減
り
ロ
ー
ン
の
返
済
額

を
抑
え
た
い
、
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
負
担
を
軽

く
し
た
い
な
ど
現
在
の
返
済
方
法
で
お
悩
み

の
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
公
庫

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
返
済
方
法
の
変
更
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。（
休
日
相
談
（
第
一
・
三

日
曜
日
）
実
施
中
！
）

詳
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

（
℡
0
8
2-

2
2
1-

8
7
0
9
）ま
た
は
現
在

ご
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

住
宅
金
融
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jyukou.go.jp

平
成
十
七
年
二
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る

「
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に

役
立
て
る
た
め
に
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

一
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆

様
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

自
治
医
科
大
学
医
学
部
�

 
 
 
 
十
七
年
度
入
学
生
募
集
�

ご
存
知
で
す
か
？
�

 
 
 
 
検
察
審
査
会
�

公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
�

 
返
済
方
法
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に

統
計
調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い
�

島根県の最低賃金が改正されました�

注）１最低賃金は、常用・臨時・パートなどすべての
　　　労働者に適用されます。�
　　２最低賃金の対象となる賃金には、時間外・休日・
　　　深夜手当や結婚手当、賞与、精皆勤手当、通勤
　　　手当、家族手当などは含まれません。�
　　３産業別最低賃金は、原則としてそれぞれの産業
　　　に雇用される労働者に適用されますが、１８歳
　　　未満または６５歳以上の人、雇い入れ後６月未
　　　満で技能習得中の人、清掃・片付け又は整理の
　　　仕事に主に従事する人などには適用されず、「島
　　　根県最低賃金」が適用されます。�
問い合わせ先�
　　　島根労働局労働基準部賃金室　 0852-31-1158�
　　　松江労働基準監督署　　　　0852-31-1166�
　　　出雲労働基準監督署　　　　0853-21-1240

１． 地域別最低賃金�

２． 産業別最低賃金�

島根県最低賃金�

産　　業�
製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業�
一般機械器具製造業�

電気機械器具、情報通信機械器具、�
電子部品・デバイス製造業�

自動車・同附属品製造業�
百貨店、総合スーパー�
自動車（新車）小売業�

時間額�
717円�
714円�

662円�

715円�
684円�
688円�

効力発生日�

時間額�効力発生日�

16．12．21

610円�16．10．1

16．12．21

16．12．21

16．12．21
16．12．21
16．12．21

23
行事予定�

仕事始め� 消防出初め式  �
レインボーアリーナ�
・総合グランド�
�

隠岐の島町発足記念�
式典　10：00～�
（隠岐島文化会館）�

エコツーリズム大学�
（陸）9：00～�
ふれあいセンター�

エコツーリズム大学�
（歴史）13：00～�
ふれあいセンター�

福祉なんでも相談室�
13：00～�
（社会福祉協議会）�
�

隠岐法律相談�
13：00～15：00�
（隠岐島文化会館�
　・予約必要）�
�

エコツーリズム大学�
（海）13：00～�
　ふれあいセンター�

福祉なんでも相談室�
13：00～�
（社会福祉協議会）�

今津とんど�

年金相談13：00～�
（隠岐の島町ふれ�
　あいセンター）�

人権相談�
13：00～16：00�
（隠岐島文化会館）�

余芸大会�
（隠岐島文化会館）�

女性相談窓口　　　：：月～金（9：00～16：00祝・祭日除く）　　隠岐支庁健康福祉局　　　TEL　08512－2－9810�

島根いのちの電話　：：毎日　9：00～22：00　　　　社会福祉法人島根いのちの電話事務局　TEL　0852－32－5985�

警察の相談窓口電話：：被害者相談　TEL　0120－556－491�

　　　　　　　　　　　悪質商法　　TEL　0852－27－4649�

　　　　　　　　　　　性犯罪　　　TEL　0120－110－267�

　　　　　　　　　　　ストーカー　TEL　0852－24－9110�

隠岐法律相談窓口予約受付：：TEL　0852－21－8560　前日16：30までに予約が0件の場合は開催いたしませんので�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご了承ください。�

成人の日

元旦

2005年�



種まき�種まき�

田植え�田植え�

もちつき�もちつき� いただきま～す！�いただきま～す！�

戸
じ
ま
り
用
心
火
の
用
心�

ち
び
っ
こ
消
防
応
援
団�

もちつき�

総合誌隠岐の島1月号
（通算第3号）

編集・発行　隠岐の島町役場情報課広報公聴係
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島根県隠岐郡隠岐の島町城北町１番地

TEL(08512)2-2111（代表）

FAX(08512)2-6477（情報課直通）

ホームページ http://fish.miracle.ne.jp/saigo/

Ｅメール saigo@mx.miracle.ne.jp

十
二
月
五
日
、
有
木
小
学
校
体
育
館
で

も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
、
親
子
で
も
ち
を
つ

い
て
、
き
な
粉
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
で
お
い

し
く
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
地
区
の
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
に
配
る
な
ど
し
ま
し
た
。

有
木
小
で
は
、
四
・
五
年
生
が
種
ま
き

か
ら
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
、
稲
こ

き
な
ど
を
自
分
た
ち
で
や
り
、
最
後
に
収

穫
し
た
米
を
つ
い
て
食
べ
る
と
い
う
年
間

を
通
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日

の
も
ち
つ
き
は
そ
の
し
め
く
く
り
と
な
る

行
事
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
今
年
は
台
風
に
備
え
て

稲
刈
り
の
時
期
を
早
め
た
た
め
児
童
は
稲

を
刈
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

種
の
と
き
か
ら
稲
を
育
て
、
実
っ
た
米
か

ら
つ
い
た
も
ち
の
味
は
格
別
で
し
た
。

一
・
月
・
一
・
話

二
〇
〇
四
年
も
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
激
動

と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス

に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
特

に
天
変
地
異
と
も
い
え
る
自
然
災
害
の
続
発
。

当
地
に
お
い
て
も
台
風
で
大
規
模
停
電
が
起
こ

る
な
ど
、
近
年
に
な
い
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

目
立
ち
ま
し
た
。
ア
テ
ネ
五
輪
で
の
日
本
選
手

団
の
活
躍
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
安
打
記
録
更
新

な
ど
。
十
一
月
に
は
田
臥
選
手
が
日
本
人
と
し

て
初
め
て
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
コ
ー
ト
に
立
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
隠
岐
の
島
町
の
誕
生
も

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ
年
越
し
、

二
〇
〇
五
年
は
ど
ん
な
年
に
な
り
ま
す
か
。

そ
う
い
え
ば
本
誌
も
気
が
つ
け
ば
第
三
号
、

一
足
早
く
年
越
し
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
で
は
あ
り
ま
す
が
…
今
回
は
新
年
一
月
号

と
い
え
ど
も
編
集
は
暖
冬
の
十
二
月
上
旬
、
雪

も
降
ら
ぬ
う
ち
か
ら
正
月
気
分
は
出
せ
ぬ
が
道

理
と
い
う
わ
け
で
、
紙
面
に
正
月
の
正
の
字
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
ご
容
赦
を
。

（
安
）


